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第
六
条

条
例
第
七
条
の
相
当

（
放
棄
）

第
七
条

条
例
第
十
条
第
一
項

な
事
項
を
定
め
、
並
び
に
必

２

総
務
部
次
長
は
、
債
権
の

理
者
に
対
し
、
そ
の
部
局
の

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

（
債
権
管
理
者
会
議
）

第
五
条

債
権
の
管
理
に
関
す

議
を
置
く
。

（
微
収
停
止
）

第
三
条

部
局
に
、
債
権
管
理

２

債
権
管
理
者
は
、
部
局
の

３

債
権
管
理
者
は
、
そ
の
部

う
も
の
と
す
る
。

（
総
合
調
整
）

第
四
条

総
務
部
次
長
は
、
債

い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

長
、
山
口
県
警
察
本
部
に
部あ

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て

十
一
年
山
口
県
条
例
第
四
十

理
局
、
山
口
県
教
育
庁
、
山

（
債
権
管
理
者
）

本
部
、
山
口
県
労
働
委
員

う
。

会

例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七

山
口
県
規
則
第
九
号

山
口
県
債
権
管
理
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
山
口

の
期
間
は
、
年
と
す
る
。

の
相
当
の
期
間
は
、
五
年
と
す
る

要
な
調
査
及
び
調
整
を
行
う
。

管
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
必
要

所
管
に
属
す
る
債
権
に
つ
い
て
、

き
る
。

る
部
局
の
間
の
連
携
及
び
情
報
の

者
を
置
く
。

長
（
部
に
あ
っ
て
は
部
次
長
（
部

局
の
所
管
す
る
事
務
及
び
事
業
に

権
の
管
理
の
適
正
を
期
す
る
た
め

の
事
務
を
総
括
す
る
部
次
長
）

っ
て
は
警
務
部
長
）
を
も
っ
て
、充

「
部
局
」
と
は
、
山
口
県
議
会
事

二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
部
（

口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
、
山
口

事
務
局
、
山
口
県
企
業
局
及
び
山

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

日

山
口

施
行
規
則

県
債
権
管
理
条
例
（
平
成
二
十
七

一

。 が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
債
権

そ
の
状
況
に
関
す
る
報
告
及
び
資

共
有
を
図
る
た
め
、
債
権
管
理
者

に
二
人
以
上
の
部
次
長
が
置
か
れ

お
い
て
発
生
し
た
債
権
の
管
理
を

、
そ
の
管
理
の
手
続
に
関
し
、
必

山
口
県
教
育
庁
に
あ
っ
て
は
教

て
る
。

育

務
局
、
山
口
県
部
制
条
例
（
昭
和

以
下
「
部
」
と
い
う
。
）
、
会
計

県
監
査
委
員
事
務
局
、
山
口
県
警

口
県
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を

の
と
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

年
山
口
県
条
例
第
一
号
。
以
下
「

管料会 て行要 次 三管察い 条

規

則
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改
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食
山

食
る
。

山 口

山
に
改第

護
及こ

県 報

山
山

（号 外 ）

（
報

第
八そ

（
そ

第
九めこ

九
条
中
「
別
表
第
一
の
一
の
表
三

る
。

品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日

口
県
規
則
第
十
一
号

食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部

品
衛
生
法
施
行
細
則
（
昭
和
四

口
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規

正
す
る
。

五
条
第
一
項
第
三
号
へ
中
「
鳥
獣

び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月

口
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日

口
県
規
則
第
十
号

山
口
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施

告
）

条

条
例
第
十
条
第
二
項
の
規
定

の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

の
他
）

条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の

る
。附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月

の
項
第
一
号
」
を
「
別
表
第
一

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

山
口
県
知

を
改
正
す
る
規
則

十
八
年
山
口
県
規
則
第
十
号
）
の

則
（
平
成
十
一
年
山
口
県
規
則

の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

山
口
県
知

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

に
よ
る
県
議
会
へ
の
報
告
は
、

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
つ

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
一
の
表
四
の
項
第
一
号
」
に

る
。

事

村

岡

嗣

政

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保

こ
こ
に
公
布
す
る
。

事

村

岡

嗣

政

則 非
強
制
徴
収
債
権
の
種
類
、
額

い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定

山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
施

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
十
八
号
の
十
二

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

律
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七

山
口
県
立
自
然
公
園
条
例
施

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七

山
口
県
規
則
第
十
三
号

山
口
県
立
自
然
公
園
条

山
口
県
規
則
第
十
二
号

山
口
県
自
然
環
境
保
全

山
口
県
自
然
環
境
保
全
条
例

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
九
号
及
び
第
三

律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七

山
口
県
自
然
環
境
保
全
条
例

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七

行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
口
県

、
第
二
十
七
号
の
十
及
び
第
二
十

」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

日

山
口

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
山
口

十
四
条
第
一
号
中
「
鳥
獣
の
保
護

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る

年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

日

山
口

規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次

七
号
の
十
一
中
「
鳥
獣
の
保
護
及

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

。 を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

規
則

る
規
則

県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を

及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

る
法
律
」
に
改
め
る
。

。 則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

二

のび法 次法
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部
を第

又
は第第第

間
」

が
管

山 口 県

山
山

山

報

保
十
号第

「
第

「
第こ

（号 外 ）

保
に
公

山

学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
期
間

内
の
公
的
医
療
機
関
等
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

三
条
中
「
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

」
に
改
め
る
。

五
条
第
二
号
中
「
戸
籍
抄
本
」
を

七
条
中
「
十
五
万
円
」
を
「
十
二

九
条
第
一
項
第
五
号
中
「
育
児

の
下
に
「
（
修
学
資
金
の
貸
付
け

理
を
行
う
医
師
法
第
十
六
条
の
二

口
県
医
師
及
び
歯
科
医
師
修
学
資

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日

口
県
規
則
第
十
五
号

山
口
県
医
師
及
び
歯
科
医
師
修

口
県
医
師
及
び
歯
科
医
師
修
学
資

健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

一
条
中
「
第
二
十
七
条
第
二
項

六
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定

八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
八

附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准

布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日

口
県
規
則
第
十
四
号

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及

が
五
年
以
上
の
者
に
あ
つ
て
は

医
師
等
と
し
て
そ
の
業
務
に
従

め
る
場
合
に
は
、
」
を
「
別
に

「
住
民
票
の
写
し
」
に
改
め
る

万
円
又
は
十
五
万
円
」
に
改
め

休
業
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護

を
受
け
た
期
間
が
三
年
以
上
の

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
臨
床
研

金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す

山
口
県
知

学
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改

金
貸
付
規
則
（
昭
和
六
十
年
山

看
護
師
修
学
資
金
貸
付
規
則
（

る
。

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が

す
る
指
定
発
達
支
援
医
療
機
関
」

項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改

す
る
。

看
護
師
修
学
資
金
貸
付
規
則
の

山
口
県
知

び
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
付
規

、
二
年
）
を
超
え
な
い
期
間
及

事
し
た
期
間
。
第
十
二
条
第
三

定
め
る
場
合
に
は
、
十
二
万
円

。る
。休

業
」
を
、
「
従
事
し
た
期

者
に
あ
つ
て
は
、
県
内
の
病
院

修
を
受
け
た
期
間
の
う
ち
一
年

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

事

村

岡

嗣

政

正
す
る
規
則

口
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一

昭
和
六
十
年
山
口
県
規
則
第
四

指
定
し
た
国
立
療
養
所
」
を

に
、
「
第
七
条
第
五
項
」
を

め
る
。

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

事

村

岡

嗣

政

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
規
則
第
十
六
号

山
口
県
研
修
医
研
修
資

を
受
け
た
期
間
が
五
年
以
上

機
関
等
に
お
い
て
医
師
等
と

じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「

山
口
県
研
修
医
研
修
資
金
貸

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日

成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施

（
経
過
措
置
）

２

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

学
資
金
に
つ
い
て
の
改
正
後

び
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定

の
貸
付
け
を
受
け
た
期
間
が

十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定

修
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た

は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
）

月
の
十
五
日
以
前
で
あ
る
と

第
十
二
条
第
三
項
中
「
者
が

第
十
五
条
第
一
項
第
八
号
中

別
記
第
一
号
様
式
の
添
付
書

附

則

（
施
行
期
日
）

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加

第
十
一
条
第
一
項
中
「
（
公

と
な
つ
た
」
を
「
（
そ
の
」
に

等
に
お
い
て
医
師
等
と
し
て
そ

二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項

２

条
例
第
八
条
第
一
号
及
び

間
の
計
算
は
、
県
内
の
病
院

金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

の
者
に
あ
つ
て
は
、
二
年
）
を
超

し
て
そ
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間

期
間
」
と
す
る
。

付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

日

山
口

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三

行
す
る
。

前
に
大
学
に
入
学
し
た
者
が
貸
付

の
山
口
県
医
師
及
び
歯
科
医
師
修

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
規
則
第

三
年
以
上
の
者
に
あ
つ
て
は
、
県

に
よ
る
臨
床
研
修
を
受
け
た
期
間

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
（
そ
の
日

か
ら
当
該
臨
床
研
修
を
受
け
な
く

き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前

、
」
の
下
に
「
県
内
の
公
的
医
療

「
育
児
休
業
」
の
下
に
「
又
は
介

類
２
中

」
本

抄
籍

戸

を

票
民

住

え
る
。

的
医
療
機
関
等
に
お
い
て
医
師
等

改
め
、
「
か
ら
」
の
下
に
「
県
内

の
業
務
に
従
事
し
な
く
な
つ
た
」

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
規
則
第
九
条
第
一
項
第
五
号

が
管
理
を
行
う
医
師
法
第
十
六
条

三

規
則

え
な
い
期
間
及
び
県
内
の
公
的
医

。
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

条
及
び
第
七
条
の
改
正
規
定
は
、

け
を
受
け
た
医
師
及
び
歯
科
医
師

学
資
金
貸
付
規
則
第
九
条
第
一
項

九
条
第
一
項
中
「
期
間
（
修
学
資

内
の
病
院
が
管
理
を
行
う
医
師
法

の
う
ち
一
年
（
修
学
資
金
の
貸
付

が
月
の
十
五
日
以
前
で
あ
る
と

な
つ
た
日
の
属
す
る
月
（
そ
の
日

月
）
ま
で
の
期
間
の
月
数
に
よ
る

機
関
等
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。

護
休
業
」
を
加
え
る
。

」
し

写
の

に
改
め
る
。

と
し
て
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
こ

の
」
を
加
え
、
「
（
公
的
医
療
機

を
「
（
そ
の
」
に
改
め
、
同
条
中

に
規
定
す
る
臨
床
研
修
を
受
け
た

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
臨
床

療同 平修及金第け きが。 と関第期研



平

「
当

成 年 月 日 火曜日

項
の

型
小

め
、

能
型

人
の

定
小

模
多

介
護

介
護

山 口

指
行
規第

所
」

介
護

に
、

護
事

介
護

県 報

指
行
規

山

（号 外 ）

山
う
に第

業
」こ

該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

規
定
に
よ
り
市
町
が
定
め
る
条
例

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

同
項
第
二
号
中
「
当
該
指
定
小
規

居
宅
介
護
事
業
所
等
」
に
改
め
、

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
に
あ

事
業
所
に
あ
っ
て
は
十
二
人
）
」

事
業
所
」
を
「
当
該
指
定
小
規

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等

則
（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
規
則

百
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中

を
「
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機

事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
の
登

「
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居

業
所
等
に
」
に
、
「
二
十
五
人
」

事
業
所
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日

口
県
規
則
第
十
七
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

口
県
研
修
医
研
修
資
金
貸
付
規
則

改
正
す
る
。

七
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
十

を
加
え
る
。

附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

護
事
業
所
」
を
「
当
該
指
定
小

（
以
下
「
市
町
条
例
」
と
い
う

所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

「
十
五
人
」
の
下
に
「
（
登
録

事
業
所
等
に
あ
っ
て
は
十
六
人

等
に
あ
っ
て
は
十
七
人
、
登
録

っ
て
は
十
八
人
、
サ
テ
ラ
イ
ト

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
当

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

「
の
登
録
定
員
（
当
該
指
定
小
規

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
以
下

録
定
員
（
当
該
指
定
小
規
模
多
機

宅
介
護
事
業
所
に
」
を
「
当
該

を
「
二
十
九
人
（
サ
テ
ラ
イ
ト

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

こ
に
公
布
す
る
。

山
口
県
知

業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

る
規
則

（
平
成
二
十
年
山
口
県
規
則
第

二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
育
児
休

す
る
。

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

。
）
に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト

っ
て
は
、
十
八
人
）
」
に
改

」
を
「
当
該
指
定
小
規
模
多
機

定
員
が
二
十
六
人
又
は
二
十
七

、
登
録
定
員
が
二
十
八
人
の
指

定
員
が
二
十
九
人
の
指
定
小
規

型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施

よ
う
に
改
正
す
る
。

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

「
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
」

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施

事

村

岡

嗣

政

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

業
」
の
下
に
「
又
は
介
護
休

る
も
の
と
し
て
知
事
が
認
め

共
同
生
活
援
助
等
の
事
業
の

「
入
所
施
設
又
は
」
を
削
り
、

附
則
第
十
四
項
中
「
地
域
移

「
地
域
移
行
型
ホ
ー
ム
以
外
」

項
と
し
、
附
則
第
十
三
項
の
次

地
域
移
行
支
援
型
ホ
ー
ム

供
し
て
は
な
ら
な
い
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る

地
域
移
行
支
援
型
ホ
ー
ム

附
則
第
十
三
項
を
次
の
よ
う

地
域
移
行
支
援
型
ホ
ー
ム

行
支
援
型
ホ
ー
ム
事
業
者
」

し
て
い
る
利
用
者
の
生
活
の

附
則
第
十
六
項
中
「
地
域
移

め
、
同
項
を
附
則
第
十
七
項
と

附
則
第
十
五
項
中
「
地
域
移

活
援
助
」
を
「
指
定
共
同
生
活

該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
項
及
び
第
九
項
中

日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
項
の
前
の
見
出

「
の
事
業
を
」
を
「
又
は
外
部

等
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
」

「
お
け
る
指
定
共
同
生
活
援
助

所
等
」
に
、
「
介
護
保
険
法
（

項
の
規
定
に
よ
り
市
町
が
定
め

め
る
。

第
百
三
十
九
条
第
一
項
第
一

定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

居
宅
介
護
の
う
ち
」
に
改
め
、

「
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型

型
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

る
も
の
に
対
し
て
定
期
的
に
地
域

実
施
状
況
等
を
報
告
し
、
評
価
を

同
項
を
附
則
第
十
六
項
と
す
る
。

行
型
ホ
ー
ム
事
業
者
」
を
「
地
域

を
「
地
域
移
行
支
援
型
ホ
ー
ム
以

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

事
業
者
は
、
原
則
と
し
て
二
年
を

。事
業
者
は
、
法
第
八
十
九
条
の
三

に
改
め
る
。

に
お
い
て
指
定
共
同
生
活
援
助
等

と
い
う
。
）
が
設
置
す
る
共
同
生

独
立
性
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な

行
型
ホ
ー
ム
事
業
者
」
を
「
地
域

す
る
。

行
型
ホ
ー
ム
」
を
「
地
域
移
行
支

援
助
等
」
に
、
「
附
則
第
十
四
項

介
護
事
業
所
」
を
「
当
該
指
定
小

「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

し
を
「
（
地
域
移
行
支
援
型
ホ
ー

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活

に
、
「
地
域
移
行
型
ホ
ー
ム
」
を

」
を
「
お
け
る
指
定
共
同
生
活
援

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

る
条
例
（
以
下
「
市
町
条
例
」
と

号
中
「
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能

事
業
所
等
」
に
、
「
の
う
ち
」
を

同
項
第
二
号
中
「
当
該
指
定
小
規

居
宅
介
護
事
業
所
等
」
に
改
め
、

介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
六
人

移
行
支
援
型
ホ
ー
ム
に
お
け
る
指

受
け
る
と
と
も
に
、
必
要
な
要
望

移
行
支
援
型
ホ
ー
ム
事
業
者
」
に

外
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十

超
え
て
指
定
共
同
生
活
援
助
等
を

第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
準

の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
地
域

活
住
居
の
構
造
及
び
設
備
は
、
入

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

移
行
支
援
型
ホ
ー
ム
事
業
者
」
に

援
型
ホ
ー
ム
」
に
、
「
指
定
共
同

」
を
「
附
則
第
十
五
項
」
に
改
め

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十

ム
の
特
例
）
」
に
改
め
、
同
項

援
助
（
以
下
「
指
定
共
同
生
活
援

「
地
域
移
行
支
援
型
ホ
ー
ム
」
に

助
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
四
第
一
項
及
び
第

い
う
。
）
」
を
「
市
町
条
例
」
に

型
居
宅
介
護
事
業
所
」
を
「
当
該

「
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
」

「
九
人
」
の
下
に
「
（
サ
テ
ラ
イ

）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「

四

定、 、五提ず 移居改生、 所一中助、 二改指型をト当



平成

第
「
又

年 月 日 火曜日

３
一二三四五第第

わ
ら

山 口 県

第
し
、

に
規

育
、

六
項

下
に第

る
。

報

山
指

規
則

（号 外 ）

助こ指
規
則

六
十
条
第
六
項
第
一
号
中
「
の
登

は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

条
例
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
則

嘱
託
医

一
人
以
上

看
護
師

一
人
以
上

児
童
指
導
員
又
は
保
育
士

一

機
能
訓
練
担
当
職
員

一
人
以

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者

五
十
三
条
中
「
、
第
十
条
第
十
号

五
十
八
条
第
二
項
中
「
利
用
定
員

ず
、
利
用
定
員
」
に
改
め
る
。

四
十
二
条
第
二
項
中
「
そ
の
家
庭

在
学
し
、
若
し
く
は
通
う
保
育
所

定
す
る
幼
稚
園
、
小
学
校
若
し

保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進

に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
そ
の

「
助
言
そ
の
他
の
」
を
加
え
る
。

五
十
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日

口
県
規
則
第
十
八
号

指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の

（
平
成
二
十
四
年
山
口
県
規
則
第

言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ

附

則

の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月

定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

録
定
員
（
当
該
指
定
小
規
模
多

宅
介
護
事
業
所
（
以
下
「
指
定

で
定
め
る
員
数
は
、
次
の
と
お

人
以
上

上一
人
以
上

」
及
び
「
、
第
十
四
条
た
だ
し

」
を
「
第
三
条
第
五
項
及
び
第

」
を
「
障
害
児
若
し
く
は
そ
の

、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二

く
は
特
別
支
援
学
校
若
し
く
は
就

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

他
児
童
が
集
団
生
活
を
営
む
施

、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第

山
口
県
知

等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

規
則

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

ば
な
ら
な
い
。

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

に
公
布
す
る
。

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
」
を

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

り
と
す
る
。

書
」
を
削
る
。

五
十
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か

家
庭
又
は
当
該
障
害
児
が
在
籍

年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条

学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第

設
」
に
改
め
、
「
応
じ
、
」
の

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

事

村

岡

嗣

政

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行

う
に
改
正
す
る
。

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行

山
口
県
職
員
服
務
規
程

山
口
県
職
員
服
務
規
程
（
昭

山
口
県
訓
令
第
一
号

山
口
県
職
員
服
務
規
程
の
一

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七

定
に
よ
り
市
町
が
定
め
る
条
例

附

則

訓

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
、

宅
介
護
事
業
所
等
」
に
改
め
、

定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
に
あ

業
所
に
あ
っ
て
は
十
二
人
）
」

業
所
」
を
「
当
該
指
定
小
規
模

定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

に
、
「
介
護
保
険
法
（
平
成
九

業
所
等
」
と
い
う
。
）
の
登
録

該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

等
に
」
に
、
「
二
十
五
人
」
を

所
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年

に
よ
り
市
町
が
定
め
る
条
例
（

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

項
第
二
号
中
「
当
該
指
定
小
規

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

和
二
十
九
年
山
口
県
訓
令
第
十
一

部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う

日

山
口

」
を
「
市
町
条
例
」
に
改
め
る
。

令

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
条
第
十
号
」
を
削
る
。

「
十
五
人
」
の
下
に
「
（
登
録
定

事
業
所
等
に
あ
っ
て
は
十
六
人
、

等
に
あ
っ
て
は
十
七
人
、
登
録
定

っ
て
は
十
八
人
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
当
該

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等
」

事
業
所
」
を
「
当
該
指
定
小
規
模

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十

定
員
（
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能

介
護
事
業
所
に
」
を
「
当
該
指
定

「
二
十
九
人
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指

法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
八

以
下
「
市
町
条
例
」
と
い
う
。
）

所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
」

五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

山
口
県
労
働
委
員
会
事
務
局

に
定
め
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

員
が
二
十
六
人
又
は
二
十
七
人
の

登
録
定
員
が
二
十
八
人
の
指
定
小

員
が
二
十
九
人
の
指
定
小
規
模
多

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
当
該

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
等

八
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の

型
居
宅
介
護
事
業
所
等
」
に
、
「

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

に
規
定
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
指
定

っ
て
は
、
十
八
人
）
」
に
改
め
、

を
「
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型

す 指規機事事指」規 当所業定小同居

訓

令



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 火曜日

刑
公
布

山 口

（
施

１（
用

２
理を

県 報

休 子

裏
中

「

休 子 介

る
。

（号 外 ）

る
。第

「
、別

「

介

「

介

十
七
年
三
月
十
七
日
印
刷

十
七
年
三
月
十
七
日
発
行

公

安

委

事
訴
訟
法
に
基
づ
く
司
法
警
察
員

す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日

附

則

行
期
日
）

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四

紙
の
使
用
）

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
改
正
前

簿
を
印
刷
し
た
用
紙
で
使
用
中
の

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

暇
分

部
援
支

て
育

）
分

・
時

「

暇
休

護
介

暇
休

護

）
時

・
日

分
部

援
支

て
育

）
時

・
日暇

）
分

・
時

十
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第

子
育
て
支
援
部
分
休
暇
」
を
加
え

記
第
四
号
様
式
の
表
中

暇
休

護

暇
休

護

）
時

・
日

）
時

・
日

発
行
所

山

口

県

発
行
人

山
口
県
知

員

会

等
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一山

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
山
口
県
職
員
服
務
規
程
に
定

も
の
及
び
残
存
す
る
も
の
に
つ

十
七
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改

る
。

庁事
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

口
県
公
安
委
員
会

め
る
様
式
に
よ
る
出
勤
状
況
整

い
て
は
、
こ
れ
に
所
要
の
調
整

」
に
改
め
、
同
様
式
の

」
を

」
に
改
め

め
、
「
介
護
休
暇
」
の
下
に

」
を

六

厚
東
川
工
業
用
水
道

七

厚
狭
川
工
業
用
水
道

附

則

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
二

山
口
県
工
業
用
水
道
条

山
口
県
工
業
用
水
道
条
例
施

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
二
中
第
四
号
を

条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号

一

小
瀬
川
工
業
用
水
道
（

第
十
三
条
の
二
に
次
の
二
号

企

山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
三

山
口
県
工
業
用
水
道
条
例
施

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七

山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第

刑
事
訴
訟
法
に
基
づ
く

刑
事
訴
訟
法
に
基
づ
く
司
法

会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次

第
二
条
第
二
号
中
「
生
活
安

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七

十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

行
規
程
（
昭
和
四
十
年
山
口
県
企

第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三

を
加
え
る
。

料
率
が
第
三
種
で
あ
る
も
の
を
除

を
加
え
る
。

業

局

号
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理

日

山
口
県
公
営
企
業

一
号

司
法
警
察
員
等
の
指
定
に
関
す
る

警
察
員
等
の
指
定
に
関
す
る
規
則

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

全
部
」
の
下
に
「
、
地
域
部
」
を

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

。 管
理
規
程

業
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

く
。
）

規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

管
理
者

弘

中

勝

久

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
昭
和
二
十
九
年
山
口
県
公
安
委

加
え
る
。

六

次同 員

企

業

局

公

安

委

員

会


